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T ・グリップ
フィルムを紙管に巻き取る時、これまでは両面接着テ ー プや粘着剤を紙管表面に貼り付ける作業が必要となっていました。この

作業を軽減するために、紙管の製造段階で紙管表面に粘着剤を塗布する技術「T ・ グリップ」を開発しました。現場における作業性

を大幅に改善するだけでなく、両面接着テ ー プによる段差痕を解消し、フィルムロスを削減する効果も得ることができます。

縁をはがすだけで、すぐに便えて

しかもフィルムを痛めない

I 構 成

製造したフィルムを紙管に巻き取るために、一般的に両面接着テ ー プが用

いられますが、図1のようにテ ー プのエッジ付近でフィルムが折り曲げられ

るため、生産ロスの原因になっていました。

T ・ グリップ型紙管は、紙管の製造工程で裏面に粘着剤を塗布した離型紙

を巻き付けて粘着剤を紙管表面に転写しているため、図2のように離型紙を

剥がすだけでフィルムの先端を簡単に紙管に固定することができます。

図1)従来型紙管の断面図

図2)T ・ グリップ型紙管の断面図

なんでこれがなかったの？

I 特 長

◆作業性が大きく改善

両面接着テ ー プが不要で、離型祇を剥がすだけで

どこからでもフィルムを巻き始めることができます。

●フィルムのダメ ー ジを軽減

両面接着テ ー プの厚さ分の段差がなくなり、巻き始

め部分のフィルムダメ ー ジが減少します。

◆粘着強度を自由に選べる

使用条件や作業環境に応じて、粘着剤の強度を最適

に選定することができます。
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